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（ 要 旨 ） 
 景観行政団体となった新宿区は景観ガイドライン（素案）を定めその中で景観スカイラ

インについても明示しています。 

 しかしながらその運用方法は曖昧で厳格に景観スカイラインは守られず、かなりルーズ

な運用をしています。 

 区民に景観スカイラインの定義を明確に示していただきたい。 

（ 理 由 ） 
  西新宿５丁目中央北地区再開発の例をとって意見を述べさせていただきます。この開発

は２００ｍのマンションを建設する計画です。別添資料１は新宿区が策定した角筈北開発

エリアの景観ガイドライン（素案）です。ここでは周辺との調和したスカイラインが求め

られています。このエリアの最大高さは１６０ｍです。資料の中にありますように西新宿

５丁目中央北地区再開発は、この角筈北開発エリア外側の周辺市街地に位置しており、こ

のスカイラインで考えれば西新宿５丁目中央北地区再開発は高さ１００ｍが限度となりま

す。景観まちづくり審議会もこのスカイラインは望ましくないとしています。通常なら 

１００ｍの高さを２００ｍまで、スカイラインを２倍まで拡大解釈する理由は何なのか。

景観スカイラインの定義とはなんなのか。明快な回答を文書にてお願いします。また、そ

の回答を公開してください。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 


